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リスク管理計画書（RMP）を活用しましょう

医薬品の安全性確保のために、

開発から市販後までの一貫したリスク管理をまとめた文書
のことです。

RMPとは

RMPと添付文書の違い

両者ともリスクが記載された文書ですが、図のように記載されているリスクの
種類が違います。既に確認されたリスクだけでなく、潜在的リスクや不足情報
が記載されているのがRMPの特徴の1つです。

続きあり

RMPの概要にはRMPの記載内容が
目次として1枚にまとまっています。

【重要な特定されたリスク】
特定されたリスクをモニタリング項目
にすることで、効率よく副作用モニタ
リングができます。

RMPの活用

【重要な潜在的リスク】
薬剤による副作用を疑ったとき、添付
文書に副作用の記載がなくても、潜在
的リスクとして記載がある場合があり
ます。

【重要な不足情報】
積極的に副作用報告を行うことで、新
たなリスクが判明し、医療現場に活か
される場合があります。

参照：PMDAホームページ



② 電子カルテ、ポータルのアプリ「JUS D.I.」

GRIT > アプリ一覧 > 薬剤部門管理システム > JUS D.I. > INDEX検索
から薬剤名を検索・選択することで、RMPや適正使用ガイド (RMP資材)、
患者向けRMP資材を確認することができます。

医薬品リスク管理計画(RMP) 患者向けRMP資材適正使用ガイド (RMP資材)

不明な点につきましては、薬剤部・医薬品情報管理室(内線 7083)までご連絡下さい。

（文責：河合）

RMP資材はメーカーに問い合わせをしていただくことでも入手することが
できます。薬剤部に問い合わせ頂いても差し支えございません。

RMPの確認方法

① PMDAホームページ

作成されたRMPは全てPMDAのホームページに掲載されています。

>  > または、
から薬剤を選択することで確認することができます。

RMPにおける医薬品リスク最小化活動に基づく
資材には右のようなRMPマークがついています。
医薬品使用の安全対策として、RMP資材を積極
的に活用しましょう。

患者向けRMP資材の活用
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